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　（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
を
通
し
て
自
治
意
識
の
向
上
・
醸

成
を
図
る
と
と
も
に
宝
く
じ
の
普
及
広
報
活
動

を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
宝
く
じ
に
よ
る

収
益
を
財
源
に
次
の
表
の
助
成
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。
平
成
２０
年
度
に
お
い
て
も
事
業
を
実

施
し
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
自
治
会
は
期
限

ま
で
に
事
業
要
望
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
９
月
１０
日（
月
）〜
２８
日（
金
）

　
午
前
８
時
３０
分
〜
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　

（
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
）

■
受
付
場
所

　
企
画
課
（
９
月
よ
り
高
瀬
支
所
２
階
に
移
転
）

■
備　
　

考
　

・
申
請
順
位
は
受
付
順
と
な
り
ま
す
。

・
申
請
団
体
は
自
治
会
、
代
表
者
は
自
治
会
長

　
と
な
り
ま
す
。

・
事
業
要
望
書
等
は
三
豊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
に
つ
い
て
、
過
去

　
１０
年
間
に
補
助
を
受
け
て
い
る
自
治
会
は
申

　
請
で
き
ま
せ
ん
。

▼
提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

　
企
画
課
　
☎
７３
・
３
０
１
０

　
平
成
１９
年
１１
月
に
改
正
都
市
計
画
法
が
全
面

施
行
し
ま
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
県
と
市
町
で
は
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
の
到
来
、
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
等
の
都
市
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
状

況
の
変
化
を
踏
ま
え
、
都
市
の
秩
序
あ
る
整
備

を
図
る
た
め
、
幅
広
く
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
内
容
に
つ
い

て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

■
日　

時
　
９
月
１２
日（
水
）　
午
前
１０
時
〜

■
場　

所
　
市
役
所
第
３
庁
舎
２
階
大
会
議
室

■
内　

容
　
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
見
直
し

※
入
場
は
自
由
で
す
。
当
日
、
直
接
会
場
に
お

　
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
土
木
部
都
市
計
画
課

　
　
　
　
　
☎
０
８
７（
８
３
２
）
３
５
５
７

　
建
設
課
　
☎
６２
・
１
１
３
０

　
７
月
１１
日
、
自
治
会
連
合
会
の
役
員
研
修
と

し
て
、
市
内
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　
渇
水
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
て
い
た
時
で
も

あ
り
、
水
に
関
係
す
る
場
所
と
し
て
、
財
田
町

に
あ
る
「
香
川
用
水
記
念
公
園
」
、
山
本
町
か

ら
財
田
町
に
か
け
て
工
事
中
の
「
香
川
用
水
調

整
池
」
、そ
し
て
、
詫
間
町
の
粟
島
、
志
々
島

を
視
察
し
ま
し
た
。
事
業
や
施
設
に
つ
い
て
の

説
明
を
受
け
、
市
の
南
か
ら
北
ま
で
一
周
し
、

山
あ
り
、
海
あ
り
の
三
豊
市
を
再
確
認
し
た
研

修
で
し
た
。

　
氏
　
名

成
行
　
明
節

宮
川
　
正
夫

島
尾
　
　
忠

　
木
　
　
優

篠
丸
　
憲
三

白
川
　
基
一

木
下
　
　
進

大
西
　
俊
明

坪
内
　
啓
三

島
田
　
　
清

鳥
取
　
孝
雄

田
中
　
　
　

金
丸
　
寛
郎

江
頭
　
昌
道

峰
久
　
光
正

菅
　
　
忠
三

琢
磨
　
紀
弘

長
谷
川
　
　

大
西
　
　
茂

森
田
　
一
紀

大
西
　
幸
雄

町
　
名（
自
治
会
名
）

高
瀬
町（
中
　
浦
）

詫
間
町（
桃
　
山
）

財
田
町（
芋
　
尾
）

高
瀬
町（
黒
　
嶋
）

高
瀬
町（
成
　
行
）

山
本
町（
　
中
　
）

山
本
町（
大
　
上
）

山
本
町（
南
立
石
）

三
野
町（
寺
　
地
）

三
野
町（
法
　
上
）

豊
中
町（
新
　
下
）

豊
中
町（
行
　
屋
）

豊
中
町（
寺
家
下
５
）

詫
間
町（
大
　
浜
）

詫
間
町（
本
村
中
）

仁
尾
町（
仁
尾
浜
）

仁
尾
町（
大
　
北
）

財
田
町（
戸
　
川
）

財
田
町（
入
　
樋
）

三
野
町（
野
　
政
）

仁
尾
町（
江
　
尻
）

役
　
職

会
　
長

副
会
長

　
〃
　

理
　
事

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

監
　
事

　
〃
　

平
成
20
年
度

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

募
集
し
ま
す

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
見
直
し
に
つ
い
て

説
明
会
を
開
催
し
ま
す

三
豊
市
自
治
会
連
合
会

　
　
　
　
　
役
員
研
修

平
成
１９
年
度

　
　
三
豊
市
自
治
会
連
合
会
役
員

一般コミュニティ
　　　　　　助成事業

緑化推進
　　コミュニティ事業

自主防災組織育成
　　　　　　助成事業

コミュニティセンター
　　　　　　助成事業

青少年健全育成
　　　　　　助成事業

助成事業 参考事例 助成金額（10万円単位）

祭り用具

植樹、植栽

水防用具の整備

自治会館の建設

イベントソフト
　　　　　事業
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屋
の
取
り
壊
し
、
未
登
記
家

　
　
　
屋
の
所
有
権
移
転
を
し
た
人

は
届
け
出
を

　
平
成
１９
年
中
に
家
屋
を
取
り
壊
し
た

場
合
は
、
「
家
屋
滅
失
届
出
書
」
を
早

め
に
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
け

出
が
な
い
場
合
は
、
翌
年
度
以
降
も
固

定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
ま
た
、
未
登
記
の
家
屋
で
売
買
・
相

続
・
贈
与
等
に
よ
り
所
有
権
移
転
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
つ
ど
「
名
義
人
変

更
届
出
書
」
の
提
出
が
必
要
で
す
。
届

け
出
が
な
い
場
合
は
、
固
定
資
産
税
が

従
前
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
　
　
築
・
増
築
家
屋
の
家
屋
評
価

　
　
　
に
つ
い
て

　
平
成
１９
年
中
に
家
屋
を
新
築
ま
た
は

増
築
さ
れ
た
場
合
、
平
成
２０
年
度
よ
り

固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
家
屋

を
取
得
さ
れ
家
屋
評
価
が
ま
だ
の
人

は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
市
民
サ
ー

ビ
ス
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
後

日
、
市
よ
り
家
屋
評
価
の
日
時
調
整
の

連
絡
を
行
い
、
家
屋
評
価
に
伺
い
ま

す
。

　
住
宅
用
地
の
用
途
ま
た
は
家
屋
面
積

が
新
築
・
増
築
・
取
り
壊
し
に
よ
り
変

わ
っ
た
場
合
は
、
市
条
例
に
よ
り
、
そ

の
旨
を
申
告
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
申
告
用
紙
は
、
税
務
課
お
よ
び
各

支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課
に
あ
り
ま
す
。

　
　
　
宅
用
地
に
対
す
る
固
定
資
産

　
　
　
税
の
軽
減
に
つ
い
て

　
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
、
居
住
の
た

め
の
家
屋
が
建
っ
て
い
る
土
地
は
、
居

住
部
分
の
割
合
に
よ
っ
て
土
地
の
固
定

資
産
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
　

　
税
務
課
　
☎
６２
・
１
１
１
４

家

住

新

税務課からのお知らせ

住
宅
用
地
の
申
告
に
つ
い
て

　
　
　
得
な
前
納
制
度
を
利
用
し
ま

　
　
　
し
ょ
う

　
前
納
制
度
は
、
一
定
期
間
分
の
保
険

料
を
ま
と
め
て
納
め
る
と
、
保
険
料
が

割
引
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　
毎
月
保
険
料
を
納
付
す
る
手
間
が
省

け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
前
納
す
る
場
合
の
保
険
料

は
、
年
４
％
の
割
引
と
な
っ
て
お
り
、

超
低
金
利
時
代
と
い
わ
れ
る
昨
今
に
お

い
て
、
た
い
へ
ん
お
得
で
す
。

●
1
年
前
納
‥
‥
４
月
分
か
ら
翌
年
３

月
分
を
、
４
月
末
ま
で
に
納
め
ま

す
。（
現
金
払
い
３，
０
０
０
円
、
　

　
　
口
座
振
替
３，
５
５
０
円
割
引
）

●
6
カ
月
前
納
‥
‥
４
月
分
か
ら
９
月

分
を
４
月
末
ま
で
に
、
１０
月
分
か
ら

翌
年
３
月
分
を
１０
月
末
ま
で
に
納
め

ま
す
。（
現
金
払
い
６
９
０
円
、

　
　
　
　
口
座
振
替
９
６
０
円
割
引
）

　
１
年
分
、
６
カ
月
分
以
外
で
も
、
ご

希
望
の
月
か
ら
前
納
で
き
ま
す
（
現
金

払
い
の
み
）
の
で
、
希
望
さ
れ
る
人

は
、
社
会
保
険
事
務
所
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

　
　
　
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

　
　
　
座
振
替
が
便
利
で
安
心
で
す

●
便
利
‥
‥
金
融
機
関
等
に
行
く
手
間

と
時
間
が
省
け
ま
す
。

●
安
心
‥
‥
口
座
振
替
な
ら
、
預（
貯
）

金
口
座
か
ら
毎
月
自
動
的
に
引
き
落

と
さ
れ
る
の
で
、
納
め
忘
れ
が
な
く

確
実
で
す
。

●
お
得
‥
‥
「
早
収
割
引
制
度
」
（
当

月
末
振
替
に
よ
る
早
割
）
を
申
し
込

む
と
月
額
５０
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

　
　
ま
た
、
１
年
前
納
、
６
カ
月
前
納

も
、
現
金
納
付
よ
り
さ
ら
に
割
引
が

あ
り
お
得
で
す
。
（
３
月
、
９
月
中

旬
頃
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で

す
。
）

●
手
続
き
は
簡
単･

無
料
‥
‥
お
申
し

込
み
や
引
き
落
と
し
に
は
、
手
数
料

は
一
切
か
か
り
ま
せ
ん
。
金
融
機

関
、
社
会
保
険
事
務
所
の
窓
口
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
善
通
寺
社
会
保
険
事
務
所

　
　
国
民
年
金
業
務
・
保
険
料
課

　
　
☎
０
８
７
７
（
６
２
）
１
６
６
０

　
市
民
課
　
☎
６２
・
１
１
１
８

お

国

国民年金のお知らせ

〜
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〜
〜
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〜
〜
〜
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〜
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